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第４章 計画の推進に向けて 

１．評価指標と目標 

計画の進行管理を行うため、次のとおり基本目標ごとに評価指標を設定し、毎年

度自己評価を実施し、達成に努めていきます。 

 

 

【基本方針１】市民の学びを支える拠点としての図書館を目指します 

 指 標 ①：蔵書点数 

 説  明：適正な蔵書管理による図書館（本館・分館、公民館図書室）全館の

蔵書数（雑誌、視聴覚資料、紙芝居を含む。） 

 設定根拠：継続的に図書購入費が予算措置されることを前提として、蔵書目標

値を設定。 

 目  標： 年度  令和６年度実績   令和１２年度目標値 

          ５５６，９９８点   ５６０，０００点 

 

指 標 ②：人口１人当たりの貸出冊数 

説  明：人口１人当たりの図書館（本館・分館、公民館図書室）全館の蔵書 

数（雑誌、視聴覚資料を除く） 

設定根拠：令和６年度の市の実績及び県内平均４．５６冊を踏まえ、目標値を 

設定。 

目  標： 年度 令和６年度実績     令和１２年度目標値 

          ４．９６冊       ５．０冊 

 

指 標 ③：電子図書館商用コンテンツ保有数 

説  明：期間限定コンテンツ、期間なしコンテンツを合わせた年度末におけ 

る商用コンテンツの保有数 

 設定根拠：継続的に電子図書権利取得料が予算措置されることを前提として、

目標値を設定。 

 目  標： 年度 令和６年度実績    令和１２年度目標値 

          ３，７７０点     ４，５００点 

 

指 標 ④：レファレンス件数 

説  明：利用者の相談に応じて、必要とする資料や情報を提供し、学習や調 

査・研究の支援について、職員が対応した件数 

 設定根拠：令和６年度実績を踏まえ、継続的にレファレンスが継続されるとと

もに、目標年度まで５％増を見込み設定。 

 目  標： 年度 令和６年度実績    令和１２年度目標値 

          ３３５件       ３５０件 
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指 標 ⑤：司書資格保有率 

説  明：常勤職員総数のうち、司書・司書補資格を有する職員の割合 

設定根拠：令和６年度実績を基本として現状維持していくことを前提として、 

図書館職員の司書資格保有者を確保・育成していくために設定。 

目  標： 年度 令和６年度実績     令和１２年度目標値 

          ５５．０％       ５５．０％以上 

 

 

【基本方針２】市民の豊かな読書活動を支える図書館を目指します 

 指 標 ①：バリアフリー資料等の貸出点数 

 説  明：大活字本、点字本、布絵本、ＬＬブック、ＤＡＩＳＹの合計貸出 

点数 

 設定根拠：令和６年度実績を踏まえ、目標年度まで１０％増を見込み設定。 

 目  標： 年度 令和６年度実績    令和１２年度目標値 

          ２，２７０点       ２，５００点 

 

指 標 ②：電子図書館の貸出点数 

 説  明：電子図書館の貸出点数 

 設定根拠：令和６年度実績を踏まえ、目標年度まで１０％増を見込み設定。 

 目  標： 年度 令和６年度実績    令和１２年度目標値 

           ４，９５３点      ５，４４８点 

 

 

【基本方針３】多様な活動を支援する図書館を目指します 

 指 標 ①：来館者数 

 説  明：図書館（本館・分館）の来館者数の合計 

 設定根拠：コロナ禍以降、貸出を伴わない滞在型の需要も伸びているため、令

和６年度実績を踏まえ目標値を設定。 

 目  標： 年度  令和６年度実績   令和１２年度目標値 

          ４１３，０８１人   ４２５，０００人 

 

指 標 ②：利用者満足度 

 説  明：来館者アンケートによる総合的な満足度 

 設定根拠：令和６年度アンケート結果を踏まえ目標値を設定。 

 目  標： 年度  令和６年度実績   令和１２年度目標値 

          ８９．３％     ９０．０％ 
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【基本方針４】すべての子どもが読書に親しむまちを目指します 

指 標 ①：不読率 

 説  明：一定期間に 1冊も本を読んでいない人の割合 

 設定根拠：令和５年度全国学校図書館協議会データ、目標値を設定。 

 目  標： 年度  令和６年度実績    令和１２年度目標値 

       小学生  １８．５％      ８．５％以下 

        中学生  ２４．３％     ２３．４％以下 

        高校生  ６５．９％     ４８．３％以下 

 

指 標 ②：読書が好きな子どもの割合 

 説  明：アンケートで「本を読むのが好き」と答えた子どもの割合 

 設定根拠：令和６年度実績に５％増として目標値を設定。 

 目  標： 年度  令和６年度実績    令和１２年度目標値 

       小学生  ５６．９％     ５９．８％以上 

        中学生  ３９．５％     ４１．５％以上 

        高校生  ３６．１％     ３７．９％以上 

 

指 標 ③：ブックスタート・パック配布率 

 説  明：４か月検診受診者に対するパック配布率 

 設定根拠：令和６年度実績を踏まえ、全員配布を目指し目標値を設定。 

 目  標： 年度  令和６年度実績    令和１２年度目標値 

           ９９．１％      １００．０％ 

 

 

【埼玉県市町村図書館活動調査に基づく指標】 

指 標 ①：図書購入費 

 説  明：図書館（本館・分館、公民館図書室）全館の図書購入費 

設定根拠：令和６年度の市の実績及び県内平均１６，２９６千円を踏まえ、目

標値を設定。 

 目  標： 年度  令和６年度実績   令和１２年度目標値 

          ２８，２８８千円   ２８，２８８千円 

 

指 標 ②：人口 1人当たりの図書購入費 

説  明：市民一人当たりの図書購入費（本館・分館、公民館図書室全館の 

図書購入費） 

設定根拠：令和６年度の市の実績及び県内平均１４０円を踏まえ、目標値を設

定。 

目  標： 年度 令和６年度実績     令和１２年度目標値 

          １９６円       １９６円 
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 指 標 ③：蔵書冊数 

説  明：適正な蔵書管理による図書館（本館・分館、公民館図書室）全館の 

蔵書数（雑誌、視聴覚資料を除く。） 

設定根拠：令和６年度の市の実績及び県内平均３７７，１６３冊を踏まえ、目

標値を設定。 

 目  標： 年度  令和６年度実績   令和１２年度目標値 

          ５２６，５５２冊   ５３０，０００冊 

 

指 標 ④：人口 1人当たり蔵書冊数 

説  明：人口１人当たりの図書館（本館・分館、公民館図書室）全館の蔵書 

数（雑誌、視聴覚資料を除く） 

設定根拠：令和６年度の市の実績及び県内平均３．２５冊を踏まえ、目標値を

設定。 

目  標： 年度 令和６年度実績     令和１２年度目標値 

          ３．６５冊       ４．００冊 

 

指 標 ⑤：個人の貸出冊数 

 説  明：図書館（本館・分館、公民館図書室）全館の団体を除く貸出冊数

（雑誌、視聴覚資料を除く） 

 設定根拠：令和６年度の市の実績及び県内平均５３０，２２３冊を踏まえ、目

標値を設定。利用者の多様な要望に応える資料の充実に努め、各種

図書館サービスや情報提供により、増加を目指す。 

 目  標： 年度  令和６年度実績   令和１２年度目標値 

          ７１４，０５２冊   ７５０，０００冊 

 

指 標 ⑥：人口１人当たりの貸出冊数【再掲載】 

説  明：人口１人当たりの図書館（本館・分館、公民館図書室）全館の蔵書 

数（雑誌、視聴 覚資料を除く） 

設定根拠：令和６年度の市の実績及び県内平均４．５６冊を踏まえ、目標値を 

設定。 

目  標： 年度 令和６年度実績     令和１２年度目標値 

          ４．９６冊       ５．０冊 
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２．計画の進行管理と評価 

第４次朝霞市立図書館サービス基本計画・子ども読書活動推進計画は、ふたつの

計画を一本化し、図書館や朝霞市の現状を検証した上で、今後のより良い図書館づ

くりや子どもの読書活動の推進に向け、計画的・段階的に実施していく計画となり

ます。 

基本方針として、 

１．市民の学びを支える拠点としての図書館を目指します 

２．市民の豊かな読書活動を支える図書館を目指します 

３．多様な活動を支援する図書館を目指します 

４．すべての子どもが読書に親しむまちを目指します 

の４点を設定しました。 

それぞれの施策について、サービス向上のための方向性を確認しながら継続して

いくことを示していますが、計画の推進にあたっては、各施策の費用対効果や社会

状況等を考慮しながら、より有効な展開を行う必要があるため、計画に位置付けた

施策の評価指標及び数値目標について、毎年度、点検や評価を行い、それを基に実

情に即した対応や修正を加えていくことが重要であることから、各目標の評価指標

及び数値目標について、適正に進行管理していくとともに自己評価を行います。 

また、図書館が行う自己評価については、「朝霞市立図書館協議会」及び「朝霞

市子ども読書活動推進連絡会」に報告するとともに、評価及び意見を伺うものとし

ます。 

あわせて、日常の館運営を通して得られる各種統計資料や、他図書館との比較や

県内図書館水準との比較等による量的評価、来館者アンケートによる図書館利用の

満足度測定による質的評価を行いながら、計画の推進に努めていきます。 

なお、本図書館サービス基本計画・子ども読書活動推進計画については、今後の

経済情勢や図書館を取り巻く状況の変化により、必要に応じて見直しを行うものと

します。 


